
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

一つ目の創造は「神のイメージ」2つ目は「外見を整える」３つめは「真の完成」
という意味があります。創生の始めから神はイメージとして人を造られた
が、外側が壊れてしまうことがわかっていて，真の完成をする必要がある
ことがわかっていたのです。

「神はアブラハムに対して、「イサクから「出る者があなたの子孫と呼ばれる」
と言われたのですが、彼は、神には人を死者の中からよみがえらせること
もできる、と考えました。それで彼は、死者の中からイサクを取り戻した
のです。これは型です。」（へブル11：18，19）
「持っているこれを捨てよ」そう言われることがあります。そう言われると
私たちは嫌です。だから私たちはどんどん間違ったほうへ行ってしまいま
す。そして行き続けると結果、戻れなくなってしまうのです。今、私たち
が問題を抱えているのは間違った方向に進んだからです。そこで神様は「戻
りなさい」「手に持っているものは私に返せ」「捨てろ」と言われます。ア
ブラハムは信じていました。大事なイサクを棄てても必ず帰ってくると。
そしてその中でアブラハムは弱さを削られていったのです。
「なんでこんなことをしているんだろう」そう思うこともあるでしょう。そ
んな時は考えなくてはいけません。人間だけ神様に祈ることができます。
人にだけ永遠の思いがあるのです。そして永遠の思いは永遠の人を見つめ
るようにできています。だから「なぜ永遠のものがあるのか」「永遠であり
たい」と思います。そしてその方法は「真の道に生きる（本当の自分に帰る」
ということです。元に戻らなければいけません。なぜ私たちは毎週祈らな
ければいけないのでしょう。本当の自分を見失って、誰かや環境のせいに
しているからです。そして痛い目に遭って初めて気づくのです。神の最大
の奇跡は人が変わることです。もう一度神様の前に出て、自分を見直しま
しょう。それができた人は，神様に祈ることができるのです。幸せは後か
らついてきます。なぜならあなたがまっすぐに生きれば祝福されないわけ
がないのです。うまくいかないなら、自己中心だからです。人のことを裁
いている人がうまくいくわけがないのです。今，もし自分の違う物を殺す
ことができたら，真の道に生きることできるのです。イサクが信じたのは、
父が信じたからです。父が信じたら次は必ずそれを受け継ぎます。人を変
えたいのが私たちですが、変わるのは私です。でも神様は私たちに変われ
といったのではありません。「私が受ける」と言ったのです。

　昔，飛行機事故がありました。15 メートルまで離陸して高速道路に落ち
て大破しました。操縦士は焦ったのです。たくさんのエラーが重なり、道
に迷いました。そして羽をなくした飛行機は多くの人を犠牲にしました。
でもその中に一人だけ助かった少女がいました。母親が抱きしめ守ってい
たのです。人はあせると本来しなければならいことを忘れて間違ったこと
をしてしまいます。今自分を見失っていませんか？わかっていますか？焦
りミスが重なり、多くの犠牲を出した飛行機の中で、母だけが子を愛し、
真剣に冷静に神に祈りながら行動したのです。そしてきっとその生き方は
その子に残ったでしょう。

「主」という言葉を使いますが，「主」とはなんでしょう。
「主」これを「アドナイ」といいます。満たす神、勝利の神・・直接的に神
を呼ばないためにたくさんの名前をつけました。では主とはどういう意味
なのか・・ここに使われているのはすべて意味のある造形文字であり、「見る・
くぎ・見る・手」とあります。「手の穴に指を入れるまで信じない」・・私
たち人間がこういうことを神様は知っていたのです。だから主は自らの手
を差し出して自らがその痛みを負うことで示す・・つまり「犠牲」という
意味です。

全本みどり

来週の奉仕者
（８月１３日）

今週は…使徒の働き19：11～ 21：14

　～リビングライフより～

「神様の視線」「神様の視線」

（ ２０２３ 年７月３０日 ） 

（要約者：岩﨑 祥誉）

　木曜日のリビングライフでは『慰めと力となる同労者 ( 使徒の働き 18:1～8)』が
語られました。
　コリントに行ったパウロは、そこで、アキラとプリスキラ夫妻と出会います。彼
らは、クラウデオ帝によるユダヤ人追放令によって近ごろイタリヤから来ていたの
です。この出会いが、パウロの後の宣教に大きく影響を与えます。アキラとプリス
キラは、ビジネスだけではなく福音宣教の同労者になったからです。パウロは、ロー
マ人への手紙で、「キリスト・イエスにあって私の同労者であるプリスカとアクラ
によろしく伝えてください。この人たちは、自分のいのちの危険を冒して私のいの
ちを守ってくれたのです。この人たちには、私だけでなく、異邦人のすべての教会
も感謝しています。（16:3-4）」と二人のことを紹介しています。この二人はパウロ
のためにいのちを危険にさらすほどの、すばらしい同労者になりました。神さまは、
パウロが、アテネにおける失敗について落胆していたかもしれないときに、残りの
生涯をともに労する兄弟姉妹を与えてくださったのです。そして、パウロは、いつ
もの通りユダヤ人の会堂に入って福音を語りました。平日は天幕作り、そして安息
日には会堂で福音を語るという生活が続きました。彼は、これからどうすればよい
か分からないときも、恐れと不安があったときも、神への奉仕を止めることはしま
せんでした。このことが大事です。どんな時も主に仕える…どんな時も右往左往す
ることなく主を待ち望むとき、私たちは不安や恐れから守られます。
　また、シラスとテモテを通して届けられたマケドニヤの諸教会からの献金もまた
パウロを励ましました。それはパウロがピリピ４：１６で「私は贈り物を求めてい
るのではありません。私のほしいのは、あなたがたの収支を償わせて余りある霊的
祝福なのです。」と言っているように、この献金に彼らの信仰と愛が表されていた
からです。マケドニヤの諸教会から贈り届けられた献金は、本当にパウロを慰めて
くれました。一家をあげて主に仕え、教会に仕え、牧師に仕えるそうした信徒たち
の存在は、本当に尊いものがあるのです。
　多くの非難や反抗で苦しんでいたパウロにとって、こうした多くの救いの実がど
んなに大きな慰めとなったことでしょう。パウロは、多くの人たちからの非難や中
傷に悩まされる中でも、このように多くの救われる人たちを見ることがでたのです
から、どんなに励まされたことかと思います。
　このような神さまの憐みは私たちにも注がれています。福音の道をともに歩む仲
間を送り、互いに深く信頼して仕え合うように導いてくださっています。恵みの中
でともに歩む姿を通して主の愛が周りの人々に伝わり、福音の実が豊かに実ること
をもとめていきましょう。

牧 一穂 牧師
日名 洋
牧 唯恵 伝道師 
横山 栄子
高橋 奈津江

　

8 月の誕生者

メッセージ：
司　　　会：
代 表 祈祷：
献　　　金：

　音楽家のメンデルスゾーンを知っているでしょうか。彼はある時，自分
が買った物の包装紙を見て感動します。それはある作曲家がかいた曲の直
筆の楽譜でした。彼はその素晴らしさに感動し全部楽譜を買いました。そ
れはあのバッハの受難曲の楽譜だったのです。時代と共に廃れ忘れ去られ
ていたこの曲をメンデルスゾーンが世に出したのです。
このようにその時には評価されないがあとから評価されるものというもの
があります。また素晴らしい物はたくさんあるのですが，気づかれないも
のが多いのです。だから，私たちが今の価値観で生きるか新しい価値観で
生きるかを考えたいのです。

　神は仰せられた。「さあ人を造ろう。われわれのかたちとして、われわれ
に似せて。彼らが、海の魚、空の鳥、家畜、地のすべてのもの、地をはう
すべてのものを支配するように。」（２６節）
　ここには「似るように造られた」とあります。似るようにとはどのよう
に造られたのでしょうか。私たちは最高傑作としてつくられたはずなのに，
人に見られると恥ずかしいのです。
「あなたは誰」と聴かれ，あなたは何と答えますか？人には意味があるので
す。
　バッハの曲は素晴らしい曲でした。でも廃れていたのです。素晴らしい
曲なのに廃れていたのであれば，磨き直して聴いてもらわなければいけな
いのです。メンデルスゾーンは自分の曲ではないのに伝えました。結果，
彼の曲も世に出たのです。

　新島襄の言葉にこのようなものがあります。
「真道に歩み，身真道に委ね，真道を以て他人を益するにあり」
私たちに「真（まこと）になれ」と言われています。真とは「本当」とい
うことです。あなたは本当の自分でしょうか。
「優しい自分と冷酷な自分」
「素直な自分とふてくされる自分」
　私たちにはこんな風に 2 人の自分がいるかもしれません。したいと願う
ことができずに，したくないことをしてしまうのです。本当の自分でない
自分が動いてしまうのです。あなたはそんな風になっていないでしょうか。

　井深八重という人がいました。彼女はとても裕福な家で生まれ，当時の
日本で女性なのに学ぶ機会を与えられるような境遇でしたがあるとき病に
かかります。ハンセン病でした。全てを失い，隔離されました。彼女はと
ても辛い状況でしたが、そんなときに一人の神父に出会います。そしてそ
こにいる人たちは神父と幸せそうに賛美していたのです。そして八重もそ
うなっていきました。そしてその 1 年後，なんと誤診だったことがわかり
ました。彼女は帰ることもできましたが，そこで一生を捧げました。本当
の自分を見つけたからです。
　私たちは自分に死なないと変われません。本当の自分がわからないから
です。でも私たちが本当に死んだら大変です。だから2000年前私たちの代
わりにイエス・キリストが十字架に架かったのです。自分のために死んだ
人がいることがわかると自分を見つめなおすことができるのです。
あなたには神様からの大事な命令があります。「任されたものをしっかり管
理しなさい」と言われています。どんなふうに管理するのでしょう。「われ
わらに似るように」です。「われわれ」・・・ここには「エロヒム」という
言葉が使われています。これは神様の複数形です。「愛する父」「父を愛する子」
「励ます御霊」この３つの人格が一つの中にあるのです。なぜその３つが必
要だったのでしょうか。それはこの後何かが起こると知っていたからです。
私たちには自由意思があります。人に言われるとできないという人がいま
す。そういう人は自分で決めたいのです。

　アダムも同じでした。アダムとイブは罪を犯した後、自分たちが裸であ
ることを知り、見られるのがはずかしくなりました。なぜでしょう。自分
の中に本当の自分でない別の自分がいることがわかったからです。私たち
は自分を任されたのにそれを管理せず，罪を犯した後、自分を隠したのです。
そしてアダムは「あなたの造ったその女がそそのかした。」と神様に言いま
した。彼の中に偽りの自分がいたのです。だから神様は準備していたのです。
「自分が犠牲になるという方法」を。そしてこれが「愛」です。
「神は人をご自身のかたちとして創造された。神のかたちとして彼を創造し、
男と女とに彼らを創造された。」（創１：２７）
なぜここに「創造」という言葉がたくさん出てきているのでしょう。

　

　　　

　
　　

  6:00~ 早天祈祷会
16:30~ASE
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さいごに

25日   岡本爽
29日   鈴木由美子

20 日   澤口建太
21 日   西嵜璃愛
22 日   浜田竜司
22 日   平澤一浩
 

  9 日   高橋司
13 日   曽我都斗
14 日   富岡喜千朗
14 日   西嵜真由美

15 日  富岡節子
16 日  松田沙和菜               　 1 日   名越裕晃

6日   澤口建太
6 日   横山淳平
7 日  秦泉寺朗子

各家庭でお祈り

岩﨑櫻

 

私たちの人生には犠牲が起こります。道を外すからです。戻すために
は犠牲が必要なのです。そして長く生きれば生きるほど犠牲がありま
す。でも犠牲が奇跡をもたらします。なぜなら，2000年前に犠牲になっ
た人がいるからです。犠牲は大事です。そしてあなたに犠牲を払えと
いっているのではありません。代わりに犠牲を払った人がいる，それ
がイエス・キリストです。ある人の犠牲が本物にするのです。私たち
もイエス・キリストの犠牲を通して本物になる必要があります。人を
指さしてはいけません。自分を見つめるのです。そして祈るのです。
ずれた道から戻り、本当の私たちの姿に戻りましょう。

：

　サラン教会のパク先生のメッセージを通して一人がどれほど大
切で、影響力があるのかということ、神様の視線はいつも一人に
絞られているということが語られました。そして、神様が見てお
られるのは、罪の大きさや失敗ではなくその一人の人が神様の御
言葉をどれだけ真剣に求めているかどうかなのだということが語
られました。
　このメッセージを聞いた時、私は、自分がいかに自分の視線で
自分を見てきていたかということに気づかされました。そして、
自分の視線で自分を責め続けていることに気づかされました。「み
んなと一緒のようにできない」「うまくできない」「人に迷惑ばか
りをかけている」…そんな思いで心がいつの間にかいっぱいに
なっていて、神様に仕えることの喜びはどこかにいき、誰かをつ
まずかせるのではないかという緊張感、不安、発言することも怖
い…そんな思いでいっぱいになっていたことに気づかされたまし
た。私は「人がどう感じるか」「自分はどう感じるか」という視
線ばかりを気にしていたんだな…と気づかされました。
　かつて、私はこのようなことを他のメッセージで聞いたことも
思い出しました。「神様には不可能なことはない。けれど、たっ
た一つだけ神様にもできないことがある。それは、私達を愛さな
いことを選択することだ。」
私は、もう一度、神様の愛の視線に目を向けていきたいです。人
や自分がどう見ているのかではなく、神様は私をどのように見て
おられるのか、その神様はどのように私が今日生かされていくこ
とを願っておられるのか。神様の側で神様の言葉を聴くことを
願っていきたいです。神様の視線の中に生かされるとき、自分を
愛することができ、平安で包まれ、同じ視線で隣人を愛すること
ができ、それは神様をもっともっと愛することへ繋がっていくの
だと感じます。
「これは、わたしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。」（マタイ3：17）
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準 備 賛 美
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岩﨑 祥誉
行司 伝道師
神達 良子
a大宮 東子
藤原 友規子
横山 栄子
山本 淳平
山本 麻美
岡本 享子
楢村 明子
行司 伝道師
岩﨑 雅弘
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各　自

各　自

早帰り

        　 

サ ミ ル 合 同 礼 拝サ ミ ル 合 同 礼 拝

メンデルスゾーン

井深八重

創世記１：２６～２７

新島襄の言葉

創造

真の道に生きる（本当の自分に帰る）

「主」とはなんでしょう

ノースウエスト航空 255 便

    

てもて塾

サミル合同礼拝

高橋司

松田沙和菜 岡本爽

新開彩 淺野愛可 眞砂永一

秦泉寺朗子

西嵜真由美    富岡喜千朗

西嵜璃愛

澤口建太 横山淳平

曽我郁斗

澤口來海

富岡陽子

鈴木由美子

 御国が来ますように！！あなたはどのように生きるのか
 「我々に似たものとは。あなたはどなた。」

創世記1：26～27

14:30~ｻﾝﾃﾞー・ﾕｰｽ礼拝 カラダンジョン

カラダンジョン

15:00~じょいふるキッズ

15:00~じょいふるキッズ

野外活動
IN 別所小学校


